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Fig･3 価数揺動領域の状態密度o ef- eF ｡ T-104K(nf-0･66),T-look
(nf-0･48),T-10~2K(nf-0･44)O
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'k忌(vknCk'ofk6-十㌦ kfko'- Ckq)+冠 冒oy,fk･q'qmfk,-;0,-,fk,o′-,fkOn
をフェルミ液体論により議論するoここで ck'o(ckO),fk:n(fkOm)は各々,伝導電子,f電
子の生成 (消滅 )演算子,7nは軌道磁気量子数,Vkm-VklYln(Bk)(Yznは球面調和関数 )
であり, (07n)辛(o′m')はスピンOと7nが同時に等しい組合せを除く事を意味する.
まず,N-0の無摂動状態について議論する｡ この場合,問題は一体問題であるので容易
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因子 1- ∂Z/∂W,分TT+9TJはバ ンド計算には取 ｡入れられていないものであるO我々は
これらの増大因子をUに関する摂動計算に依 り評価することを目指す0
5･. 周期的アンダーソンモデルの変分理論






H - 房 吉丘Cko C ko-Vfo(ck'o f ko十fk'o cko)
十
' ef F o f k'o f k6'Uf n fj†nfj i (1)
をとり,U-… とする｡変分波動関数は singleimpurityproblem の第-近似である
Varma- Yafetの波動関数を格子の場合に自然に拡張した
1
g-n(1十 万 FoeikR" h f; o c ko ) け > (2)ノ




Hubbandモデルに対して用いられた Gutzwiller近似 1)を周期的 Andersonモデルに適
用した計算が Rice-Uedaら2)によってなされている｡エネルギー期待値は一種の平均場近似
｣行 うことにより
E-Ekin+写qoEmix,a+ ef nf
-139-
(3)
